
人口・世帯数
人　口／61,533人　　（－11）
　男　／28,624人　　（－20）
　女　／32,909人　　 （＋9）
世帯数／24,645世帯　　（＋6）

9月30日現在（前月比）
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親からの仕送り（地方交付税ほか）
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五所川原市の家計簿五所川原市の家計簿

　平成20年度はわずかに貯蓄に回すお金ができまし
た。また、健全化判断比率においても直ちに問題となる
状況ではありません。でも、収入の大部分が親からの仕
送りや援助（地方交付税ほか）に頼っている状況です。
不況の影響もあり、給料（市税）の伸びも期待できませ
ん。それどころか、どうしても掛かるお金は食費（人件
費）を削っても医療費や子どもへの仕送り（生活保護費
や医療・福祉に係る経費）などが増える一方です。市の
財政は依然として非常に厳しい状況が続いているので
す。今後も事業の見直しや重点化などお金の使い方を
工夫し、より健全な財政運営を目指していきます。

　全国のまちの財政状況を見るとき、新聞報道等でよく話題
になるのが健全化判断比率ですが、五所川原市はどの比率
も基準は下回っているものの実質公債費比率がかなり高い
値を示しています。

　親からの仕送りは平成16年度まで減り続け、預金を取り崩
してやりくりしてきました。平成17年度からは親からの仕送
りが多少持ち直したものの、医療費や借金の返済の増加をま
かないきれず、平成19年度には預金残高が底をついてしまい
ました。平成20年度でわずかに預金ができましたが、まだま
だ突発的な支出に対応できる状況ではありません。

収入の年度別推移（平成12年度～平成20年度） 支出の年度別推移（平成12年度～平成20年度）

健全化判断比率

子どもの財政状況

月収30万円の
家計にたとえると…

市の借金の推移

平成20年度 早期健全化基準 財政再生基準
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五所川原市の平成20年度決算をお知らせします。
平成20年度五所川原市普通会計決算の状況について、市
民の皆様によりわかりやすくお伝えするため、一般家庭の
家計に置き換えてみました。
（※普通会計とは、一般会計、市立高等看護学院特別会計、公共用
地先行取得事業特別会計の３会計を合わせたものです。）

※さらに詳しい五所川原市の財政状況や予算・
決算に関することは、市の公式ホームページ
「市の財政（財政課メニュー）」のページに掲載
されておりますので、どうぞご覧ください。

家庭での収入 市での歳入項目 H18 H19 H20

親からの仕送り 地方交付税、各種交付金

親からの援助 国庫支出金、県支出金

銀 行 借 入 市債

給 料 市税、所得譲与税

パ ート 収 入 分担金及び負担金、
使用料及び手数料

預 金 引 出 財産収入、繰入金

繰 越 金 繰越金

その他収入

収　　入　　合　　計

寄附金、諸収入

115 117 119

56 48 52

37 18 19

53 53 55

8 8 8

7 8 3

3 0 0

8 9 6

287 261 262

（収入内容） （億円）

家庭での支出 市での歳出項目 H18 H19 H20

食 費 人件費

医 療 費 扶助費

光 熱 水 費 物件費

家具等の修理代 維持補修費

冠婚葬祭費 補助費等

子どもへの仕送り 公営事業会計、一部事務組合への繰出金・負担金

借金の返済 公債費

家の増改築

支　　出　　合　　計

投資的経費（普通建設事業等）

43 40 39

48 49 50

20 23 23

3 4 4

11 7 7

55 54 55

46 48 49

58 29 28

投資・出資・貸付金 投資及び出資金、貸付金 4 3 1

貯 蓄 積立金 0 0 1

前 借 金 前年度繰上充用金 0 1 0

288 258 257

（支出内容） （億円）
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H12 H14 H16 H18 H20

家の増改築
32,076

食　費
44,730

医療費
57,089

光熱水費ほか
38,844

子どもへの仕送り
62,975

借金の返済
56,207

親からの援助
59,400

銀行借入
21,900

給　料
63,000

その他 19,500

　借金残高は、過去の家の増改築により平成15年度まで増
加していましたが、それをピークに現在は減少しつつありま
す。
　借金残高を減らすため、家の増改築を必要最小限に抑
え、新たな銀行借入を少なくするとともに、返済する額以上
の借金をしないようにしています。

　職員の数を減らすことで、食費を減らしています。また、平成19年
度からは、職員の給料を４～５％カットしています。

　生活保護費や児童扶養手当などが大きく増加しているため、医療
費の額は年々増えています。医療費については国の制度であり減ら
すことが難しい費用です。

　３つの病院（西北中央病院、公立金木病院、市浦医科診療所）
が、いずれも赤字決算で、今後も厳しい経営状況が続くものと
思われます。しかし、地域医療の維持確保のためには必要です。

公営事業会計名 収入 支出 差引 資金の状況

一部事務組合等名 収入 支出 差引 資金の状況

水 道 事 業 会 計 14.8 13.1 1.7 10.7
工 業 用 水 道 事 業 会 計 1.1 0.7 0.4 1.1
病 院 事 業 会 計 65.2 66.7 △1.5 △3.4
下 水 道 事 業 特 別 会 計 17.3 16.9 0.4 0.4
特定環境保全公共下水道事業特別会計 0.6 0.6 0.0 0.0
農業集落排水事業特別会計 1.1 1.1 0.0 0.0
漁業集落排水事業特別会計 0.5 0.5 0.0 0.0
国民健康保険事業勘定特別会計 83.8 83.1 0.7 0.7
国民健康保険医科診療施設勘定特別会計 1.9 3.0 △1.1 △1.1
国民健康保険歯科診療施設勘定特別会計 0.4 0.4 0.0 0.0
老 人 保 健 特 別 会 計 5.1 4.9 0.2 0.2
介 護 保 険 特 別 会 計 52.8 51.8 1.0 1.0
後期高齢者医療特別会計 4.6 4.5 0.1 0.1

西北五広域福祉事務組合 3.0 2.9 0.1 0.1
公 立 金 木 病 院 組 合 15.4 18.7 △3.3 △12.5
西北五環境整備事務組合 13.0 12.5 0.5 0.4
津軽広域水道企業団津軽事業部 20.2 15.9 4.3 24.1
津軽広域水道企業団西北事業部 8.7 8.1 0.6 13.2
五所川原地区消防事務組合 20.8 20.5 0.3 0.3
つ が る 西 北 五 広 域 連 合 1.7 1.5 0.2 0.2

【公営事業会計の平成20年度決算状況】 （億円）

（億円）【関係する主な一部事務組合等の平成20年度決算状況】

借金残高（市債残高）

借金の返済（公債費）
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平成21年五所川原市議会　第７回定例会議決結果をお知らせします平成21年五所川原市議会　第７回定例会議決結果をお知らせします
　平成21年五所川原市議会第７回定例会が９月10日から24日までの15日間開催されました。今議
会では、37議案が認定・可決・同意され、請願１件については、閉会中継続審査となりました。

【議案第105号　平成20年度五所川原市一般会計歳入歳出決算の認定について】
　平成20年度　五所川原市一般会計決算
　　・歳入総額　　　　　　　　27，532，292千円
　　・歳出総額　　　　　　　　26，069，499千円
　　・平成21年度繰越額　　　　　 966，861千円
　　・実質収支　　　　　　　　　 495，932千円

【議案第125号　一般会計補正予算】
　一般会計予算への82，411千円の追加補正。
　　集会施設整備事業　　　　　　　 5，209千円
　　芦野公園環境整備事業　　　　　11，675千円ほか

【議案第130号　五所川原市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について】
　平成21年10月から平成23年３月までの期間、出産育児一時金を38万円から42万円（産科医療補償制度
加入医療機関での受診に限る。）へ増額。

主な議案の詳細

議案番号
議案第105号

～

議案第121号

議案第122号

～

議案第124号
議案第125号
議案第126号
議案第127号

議案第128号

議案第129号

議案第130号

議案第131号

議案第132号

議案第133号

議案第134号
議案第135号
議案第136号
議案第137号

～

議案第139号
議案第140号
議案第141号

請願第１号

提案月日

H21.9.10

H21.9.10

H21.9.10
H21.9.10
H21.9.10

H21.9.10

H21.9.10

H21.9.10

H21.9.10

H21.9.10

H21.9.10

H21.9.10

H21.9.10

H21.9.10

H21.9.10
H21.9.24
H21.6.1
受理

件　　　　　　　　　　　名

平成20年度五所川原市一般会計歳入歳出決算
ほか16会計平成20年度歳入歳出決算の認定について

平成20年度五所川原市病院事業会計決算
ほか２公営企業会計平成20年度決算の認定について

平成21年度五所川原市一般会計補正予算
平成21年度五所川原市老人保健特別会計補正予算
平成21年度五所川原市介護保険特別会計補正予算
五所川原市職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
五所川原市附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
五所川原市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につい
て
五所川原市乳幼児医療費給付条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

五所川原市ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例
の制定について
五所川原市重度心身障害者医療費支給条例の一部を改正する条例
の制定について
公有水面の埋立てについて

人権擁護委員の候補者の推薦について

市道路線の廃止について

市道路線の認定について
五所川原市名誉市民の決定について
国外で作製された歯科医療用補てつ物（入れ歯等）の取り扱いに関
する意見書採択を求める請願書

審議結果

認　定

認　定

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　意

原案可決

原案可決
同　意
閉会中
継続審査

議決月日

H21.9.24

H21.9.24

H21.9.24
H21.9.24
H21.9.24

H21.9.24

H21.9.24

H21.9.24

H21.9.24

H21.9.24

H21.9.24

H21.9.24

H21.9.15

H21.9.24

H21.9.24
H21.9.24

H21.9.24
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　当市の高齢者人口（65歳以上）は年々増加を続けており、特に、要介護状態となりやすい75歳以上の人口が増加
しています（「図１」参照）。また、要介護・要支援認定者数も増加していますが、特に、常時介護を必要とする要介護３
以上の中・重度の認定者が増加傾向にあり（「図２」参照）、それに伴って介護保険サービスの利用率も高まる傾向に
あります（「図３」、「図４」参照）。
　介護保険事業は、第１号被保険者（65歳以上）および第２号被保険者（40歳～64歳）の方に納めていただく介護
保険料と国、県および市が負担する公費で運営されており、社会全体で支え合う仕組みとなっています。誰もが安心し
て介護サービスを利用できるために保険料は大切な財源となります。

お問い合わせ先　・介護保険料のことは………………………介護福祉課　介護管理係　内線2452・2453
　　　　　　　　・要介護認定の申請やサービスのことは…介護福祉課　介護給付係　内線2454～2457

■介護保険料の納付が難しいときはご相談ください。保険料の分割納付や低所得者の方の減免（※）など
があります。（※低所得者の減免については、広報８月15日号Ｐ13をご覧ください。）
■介護保険料の納付は安心・確実な口座振替が便利です。（詳しくは、下記へお問い合わせください。）

◇介護保険料は、介護をみんなで支え合うための大切な財源です◇
◇介護保険制度を正しく理解し、必要なサービスを効果的に利用しましょう◇

第１号被保険者数の推移 （単位：人）図１ 要介護・要支援認定者数の推移 （単位：人）図２

介護サービス利用者数の推移 （単位：人）図３ 介護（介護予防）サービス給付費等の状況 （単位：千円）図４
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要介護5

要介護4
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要介護1

要支援2

要支援1

施設サービス
利用者数

地域密着型
サービス

在宅サービス
利用者数

213,068
特定入所者介護
サービス費
4.5％

6,233
その他

（審査支払手数料）
0.1％

1,892,532
施設介護
サービス費
39.6％

953,095
地域密着型

（介護予防）サービス費
19.9％

1,605,028
居宅介護

（介護予防）サービス費
33.6％

109,405
高額介護
サービス費
2.3％

平成20年度給付費総額　4,779,361千円
（前年度比284,100千円、 6.3％増）
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の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
無
償
で
市
に
貸
与
し
て
の
特
別
企

画
展
を
開
催
し
て
い
る
。

　

今
年
の
太
宰
生
誕
百
年
を
記
念
し
た

太
宰
治
像
建
立
に
際
し
て
も
多
大
な
力

を
尽
く
し
て
い
る
。

　

ま
た
同
十
六
年
か
ら
は
、
東
京
近
郊

在
住
の
当
市
出
身
者
で
組
織
さ
れ
る

「
わ
・
五
所
川
原
会
」
の
会
長
を
務
め
、

当
市
へ
の
観
光
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
な

ど
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
の
一
助
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
同
十
八
年

に
は
五
所
川
原
市
文
化
褒
章
、
青
森
県

褒
章
、
同
二
十
年
に
は
紺
綬
褒
章
を
受

章
、
永
年
に
わ
た
り
市
の
芸
術
文
化
の

振
興
と
発
展
お
よ
び
青
少
年
の
健
全
育

成
に
貢
献
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
度
五
所
川
原
市
議
会
第
七
回
定
例
会
に
て
、
山
田
春

雄
氏
（
東
京
都
世
田
谷
区
在
住
）
が
五
所
川
原
市
名
誉
市
民
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

新
市
と
な
っ
て
か
ら
初
の
名
誉
市
民
と
な
り
ま
す
。

山田 春雄氏
（昭和23年４月12日生）

の
実
施
、
指
導
医
の
確
保
、
専
門
医
・

認
定
医
資
格
の
取
得
の
促
進
、
専
門
医

養
成
に
つ
な
が
る
卒
前
・
卒
後
教
育
の

推
進
な
ど
で
連
携
・
協
力
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

相
澤
院
長
は
「
弘
大
と
の
連
携
を
よ

り
強
め
る
こ
と
で
、
津
軽
半
島
の
医
療

充
実
に
有
効
と
な
る
」
と
協
定
締
結
の

喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。

　

中
核
病
院
建
設
に
向
け
た
医
師
確
保

と
、
今
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
に
よ

る
地
域
医
療
再
生
へ
の
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

西
北
中
央
病
院
（
相
澤
中
院
長
）
は
、

十
月
六
日
、
同
病
院
に
お
い
て
、
弘
前

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
（
佐
藤
敬
研

究
科
長
）
お
よ
び
弘
前
大
学
医
学
部
附

属
病
院
（
花
田
勝
美
院
長
）
と
の
間
で
、

医
師
不
足
解
消
と
地
域
医
療
再
生
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
弘
前
大
学
専

門
医
養
成
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
弘
大
と

の
協
定
締
結
は
、
県
内
の
自
治
体
病
院

で
は
弘
前
市
立
病
院
に
続
き
二
例
目
と

な
り
ま
す
。

　

協
定
は
、
医
師
免
許
取
得
後
３
年
目

以
降
の
医
師
を
対
象
と
し
た
専
門
研
修

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
・
提
案
を

市
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
市
民
参
加
の

場
、
住
民
懇
談
会
が
十
月
九
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。　

　

市
長
を
は
じ
め
市
の
幹
部
職
員
が
市

政
の
状
況
を
説
明
し
、
市
民
の
方
か
ら

の
意
見
や
提
案
に
回
答
す
る
対
話
形
式

の
懇
談
会
で
す
。

　

今
後
の
開
催
日
程
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
住
民
懇
談
会
は
誰
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の

声
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
田

春
雄

山
田

春
雄
氏氏　

名
誉
市
民
に

　

名
誉
市
民
に

▶
協
定
締
結
後
握
手
す
る
（
左
か
ら
）

　

花
田
院
長
、
佐
藤
研
究
科
長
、
相
澤
院
長

地
域
医
療
再
生
を
目
指
し
て
協
定
を
締
結

地
域
医
療
再
生
を
目
指
し
て
協
定
を
締
結

住
民
懇
談
会
が
始
ま
り
ま
し
た

住
民
懇
談
会
が
始
ま
り
ま
し
た

時間は18:00 ～ 20:00です。
（※）市浦・金木・蒔田・神原・藤枝・川倉地区は開催済です。

対象地区 開催日 開催場所
嘉瀬地区 10/15（木） 嘉瀬コミュニティセンター
喜良市地区 10/16（金） 喜良市コミュニティセンター
飯詰・松島地区 10/19（月） コミュニティセンター松島
三好・中川・毘沙門地区 10/20（火） コミュニティセンター中川
栄地区 10/29（木） コミュニティセンター栄
梅沢・長橋・七和地区 10/30（金） コミュニティセンター長橋
その他の地区（※） 10/28（水） 中央公民館
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昨
年
九
月
か
ら
今
年
八
月
の
期
間
に
、

市
に
対
し
、
時
価
相
当
額
百
万
円
以
上

寄
附
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
「
平
成
二

十
一
年
度
高
額
寄
附
者
表
彰
」
が
、
十

月
一
日
、
市
長
公
室
に
て
行
わ
れ
、
三

上
忠
孝
さ
ん
（
一
ツ
谷
）
と
宗
教
法
人

松
緑
神
道
大
和
山
に
対
し
、
市
長
よ
り

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
附
は
そ
れ
ぞ
れ
文
化
振
興
、
農
業

振
興
の
た
め
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
寄

せ
ら
れ
た
も
の
で
、
市
長
は
「
厳
し
い

財
政
状
況
の
な
か
、
皆
様
の
ご
厚
志
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ご
意
志
が
十
分
に

生
か
さ
れ
る
よ
う
大
切
に
活
用
し
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽
館
」
の
入
館

者
数
が
、
九
月
二
十
三
日
、
百
二
十
万

人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

百
二
十
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
静

岡
県
下
田
市
か
ら
訪
れ
た
鈴
木
篤
行
さ

ん
で
、「
斜
陽
館
」
を
管
理
運
営
す
る

か
な
ぎ
元
気
倶
楽
部
・
今
誠
康
代
表
理

事
か
ら
記
念
品
等
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
斜
陽
館
」
は
年
間
十
万
人
の
入
館

者
が
あ
り
ま
す
が
、
太
宰
治
生
誕
百
年

の
今
年
は
、
五
月
の
百
十
万
人
達
成
か

ら
わ
ず
か
五
か
月
間
で
百
二
十
万
人
を

達
成
し
ま
し
た
。
来
年
の
東
北
新
幹
線

青
森
駅
開
業
に
向
け
、
観
光
客
誘
致
の

目
玉
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

九
月
二
十
七
日
、
金
木
町
の
太
宰
ゆ

か
り
の
地
を
巡
る
「
第
一
回
奥
津
軽
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
は
同
実
行
委
員
会
（
冨
田
重
照

会
長
）
が
太
宰
治
生
誕
百
年
を
記
念
し
、

奥
津
軽
と
太
宰
の
魅
力
を
感
じ
て
欲
し

い
と
開
催
し
た
も
の
で
、
好
天
に
恵
ま

れ
た
こ
の
日
は
、
二
十
㎞
、
十
二
㎞
、

五
㎞
の
三
コ
ー
ス
に
県
内
外
か
ら
約
五

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
芦
野
公
園
を
出
発
し
、

「
津
軽
富
士
」
岩
木
山
を
眺
望
し
な
が

ら
、
太
宰
の
生
家
「
斜
陽
館
」
前
や
高

流
山
な
ど
、
太
宰
ゆ
か
り
の
地
を
歩
き
、

爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
「
感
謝
」　

青
森
県
・
秋
田
県
に
跨
る
世
界
遺
産
「
白
神
山
地
」。
そ
の
自
然
を
、

愛
し
守
っ
て
き
た
の
が
又
鬼
で
あ
る
。
熊
で
も
山
菜
で
も
、
と
る
の
で
は
な
く
恵
み
を

「
授
か
る
」「
与
え
て
も
ら
う
」。
だ
か
ら
、
全
部
も
ら
っ
て
根
絶
や
し
に
は
し
な
い
。
そ

れ
は
、
又
鬼
が
自
ら
に
掟
を
課
し
、
山
の
神
へ
の
畏
敬
と
と
も
に
大
自
然
へ
の
感
謝
の

念
を
持
ち
、
共
に
生
き
た
証
な
の
で
あ
る
。

　

様
々
な
伝
統
と
文
化
に
ふ
れ
、
感
謝
す
る
気
持
ち
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
…
。

　

九
月
二
十
九
日
、
市
長
公
室
に
て
来
年
の
新
作
立
佞
武
多
「
又
鬼
」
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
製
作
者
は
齊
藤
忠
大
さ
ん
。
過
去
に
「
杙
」「
芽
吹
き
心
荒
ぶ
る
」
を

製
作
し
て
い
ま
す
。

▶
三
上
忠
孝
さ
ん

▶
大
和
山
・
畠
山
蕃
二
五
所
川
原
教
区
長

「明るさ、あたたかさを感じて欲しい」と齊藤さん（左）「明るさ、あたたかさを感じて欲しい」と齊藤さん（左）

高
さ
22
ｍ　

重
さ
18
ｔ
（
予
定
）
「授かった」熊を担ぎながらの帰途、
足下に現れたウサギへは「早く逃げ
ろよ」と微笑んでいる又鬼。

高
額
寄
附
者
に
感
謝
状

高
額
寄
附
者
に
感
謝
状

大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

平
成
22
年
新
作
立
佞
武
多

　
「
又ま

た

鬼ぎ

」発
表
!!

太
宰
の
ふ
る
さ
と
を
歩
く

奥
津
軽
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

太
宰
の
生
家
・
斜
陽
館

入
館
120
万
人
達
成斜陽館前を歩く参加者斜陽館前を歩く参加者 120万人目となった鈴木さん（左）120万人目となった鈴木さん（左）
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〜
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

善
意
の
花
か
ご

善
意
の
花
か
ご

　

十
月
五
日
、
市
と
市
稲
わ
ら
利
用
推

進
協
議
会
、
西
北
地
域
県
民
局
は｢

稲

わ
ら
焼
却
防
止
巡
回
指
導｣

の
出
発
式

を
市
役
所
前
で
行
い
、
広
報
車
で
わ
ら

焼
き
防
止
と
稲
わ
ら
の
有
効
活
用
を
呼

び
掛
け
る
市
内
の
巡
回
指
導
を
開
始
し

ま
し
た
。
わ
ら
焼
き
は
環
境
や
健
康
、

交
通
障
害
な
ど
様
々
な
面
で
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
稲
わ
ら
の
有
効
活
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｐ
11
に
稲
わ
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
す
き
込
み
実
演
会
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
が
あ
り
ま
す
）

　

九
月
二
十
七
日
、
学
区
対
抗
マ
マ
さ

ん
体
育
大
会
が
市
民
体
育
館
な
ど
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
市
内
七
小
学
区
か
ら

百
六
名
の
マ
マ
さ
ん
が
参
加
し
、
楽
し

く
汗
を
流
し
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

●
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル　

　

優
勝　

五
小
／
準
優
勝　

栄
小

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

優
勝　

松
島
小
Ａ

　

準
優
勝　

五
小
Ａ
／
第
三
位　

栄
小

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　

優
勝　

中
央
小
／
準
優
勝　

南
小

　

第
三
位　

五
所
川
原
小

　

九
月
二
十
七
日
、
金
木
公
民
館
裏
に

て
、「
津
軽
民
謡
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
嘉
瀬
の
奴
踊
り

保
存
会
に
よ
る
踊
り
と
、
市
内
外
か
ら

参
加
し
た
八
十
九
名
の
歌
い
手
に
よ
る

津
軽
民
謡
の
合
唱
が
岩
木
山
と
黄
金
色

の
稲
穂
に
む
か
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か

な
ぎ
元
気
倶
楽
部（
今
誠
康
代
表
理
事
）

が
、
後
継
者
が
不
足
し
て
い
る
津
軽
民

謡
の
歌
い
手
育
成
を
目
的
に
始
め
た
も

の
で
、
六
月
か
ら
続
け
て
き
た
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
高
ら
か
に
「
津
軽
じ

ょ
ん
か
ら
節
」
と
「
嘉
瀬
の
奴
踊
り
」

を
津
軽
平
野
に
響
か
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
千
人
の
参
加
を

目
標
に
来
年
以
降
も
続
け
る
予
定
で
す
。
　

九
月
六
日
、
県
民
駅
伝
競
走
大
会
が

青
森
市
で
開
催
さ
れ
、
当
市
は
総
合
十

四
位
（
市
の
部
六
位
）
の
成
績
で
し
た
。

《
五
所
川
原
市
代
表
選
手
》

１
区
・
岩
谷
康
生
（
青
森
山
田
高
３
）

／
２
区
・
金
澤
智
樹
（
五
一
中
３
）
／

３
区
・
一
戸
慶
之
（
日
体
大
３
）
／
４

区
・
鳴
海
昭
紀
（
岩
手
大
大
学
院
２
）

／
５
区
・
大
澤
光
紗
（
五
一
中
３
）
／

６
区
・
和
田
雄
大
（
五
工
高
３
）
／
７

区
・
三
浦
舞
子（
木
造
高
３
）／
８
区
・

山
田
仁
（
五
三
中
３
）
／
補
欠
・
長
尾

龍
也
（
富
士
大
大
学
院
１
）、
草
創
新

太
郎
（
木
造
高
１
）、
石
田
大
翼
（
五

三
中
１
）、
佐
々
木
翔
太
（
五
四
中
３
）、

田
村
真
波
（
五
一
中
２
）、
佐
々
木
結

乃
（
五
一
中
２
）

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
嘉
瀬
地
区
婦
人
会（
小
倉
さ
つ
会
長
）

＝
九
千
四
百
七
十
八
円

○
若
葉
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
長
岡
ハ
チ

エ
代
表
）
＝
一
万
五
百
円

◎
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ

○
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
盛
岡
支

店（
西
原
哲
夫
支
店
長
）＝
寄
贈（
た

ば
こ
百
個
）

○
五
所
川
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会

（
村
元
範
子
会
長
）
三
十
三
名
＝
訪

問
・
寄
贈
（
踊
り
、
タ
オ
ル
四
十
七

本
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
二
箱
）

○
五
所
川
原
市
女
性
ス
ポ
ー
ツ
の
会

（
山
内
政
会
長
）
十
四
名
＝
訪
問
・

寄
贈
（
踊
り
、
バ
ナ
ナ
十
房
）

◎
五
所
川
原
市
へ

○
有
限
会
社
竹
鼻
製
麺
所
（
竹
鼻
文
子

代
表
取
締
役
）
＝
二
十
万
円
（
観
光

振
興
へ
）

絶
対
や
め
よ
う

絶
対
や
め
よ
う
！！！！
わ
ら
焼
き

わ
ら
焼
き

稲
わ
ら
焼
却
防
止

巡
回
指
導
出
発
式

黄
金
色
の
大
地
に
津
軽
民
謡

黄
金
色
の
大
地
に
津
軽
民
謡

第第
1717
回
県
民
駅
伝
競
走
大
会

回
県
民
駅
伝
競
走
大
会

第第
4040
回
学
区
対
抗
マ
マ
さ
ん
体
育
大
会

回
学
区
対
抗
マ
マ
さ
ん
体
育
大
会

ククリーンな五所川原市にリーンな五所川原市に

｢稲わら焼却ゼロ宣言｣をするごしょつがる農協米穀｢稲わら焼却ゼロ宣言｣をするごしょつがる農協米穀
部会ワーコムグリーン会・渡邊洋一会長（中央）部会ワーコムグリーン会・渡邊洋一会長（中央）

秋の青空のなか津軽民謡を歌う参加者秋の青空のなか津軽民謡を歌う参加者

竹鼻代表取締役（左）竹鼻代表取締役（左）
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BARGAINBARGAINSALESALE国産カジュアル洋品
工場直売

ホテル
サンルート

五一高

増田病院

五所川原駅

ここです

西北
中央病院ローソン

ローソン

市役所

岩川
写真館

トレーナー・Ｔシャツ
タンクトップ・キャミソール etc…

9：00～18：00

㈱ニチバクオックス
五所川原市元町98　TEL0173（35）4106

あれもこれも欲しいもの……一人占め。あれもこれも欲しいもの……一人占め。

10 25日

◎
広
報
有
料
広
告

◎
広
報
有
料
広
告

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
!!

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
!!

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
!!

　

平
成
22
年
度
公
立
保
育
所
新
規
入
所

申
込
み
を
受
付
し
ま
す
。

◇
対
象
保
育
所　

市
浦
ア
ト
ム
保
育
園

●
受
付
期
間

　

10
月
19
日
㈪
〜
11
月
13
日
㈮

◇
受
付
場
所　

家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭

係
・
金
木
総
合
支
所
保
険
福
祉
係

（
内
線
３
１
１
２
）・
市
浦
総
合
支
所

保
険
福
祉
係
（
内
線
４
０
３
４
）

◇
提
出
書
類　

保
育
所
入
所
申
込
書

（
受
付
場
所
に
あ
り
ま
す
）

《
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
お
知
ら
せ
》

  

県
下
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。
五
所
川
原
地
区
消
防
本

部
、
五
所
川
原
消
防
署
、
金
木
消
防
署
、

市
浦
消
防
署
で
は
、
防
火
Ｐ
Ｒ
の
た
め

広
報
パ
レ
ー
ド
等
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
間　

10
月
19
日
㈪
〜
25
日
㈰

◎
統
一
標
語
『
消
え
る
ま
で　

　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子
』

◇
主
な
行
事

▽
10
月
19
日
㈪

・
消
防
署
・
消
防
団
等
に
よ
る
防
火
パ

レ
ー
ド

（
五
所
川
原
）　

９
時
20
分
〜
11
時
30
分

（
金
木
）　　
　

９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
市
浦
）　　
　

９
時
25
分
〜
11
時
30
分

▽
10
月
21
日
㈬

（
五
所
川
原
）　

10
時
〜
10
時
50
分

・
一
日
消
防
官
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、

五
所
川
原
地
域
防
災
協
会
に
よ
る

街
頭
防
火
パ
レ
ー
ド

《
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ

の
ポ
イ
ン
ト
》

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

《
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し

ょ
う
》

  

万
が
一
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

早
く
そ
れ
に
気
付
き
、
必
要
な
対
応
を

と
れ
る
よ
う
に
し
、
あ
な
た
と
あ
な
た

の
大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
に
『
住
宅

用
火
災
警
報
器
』
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
防
災
機
器

販
売
店
並
び
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
家

電
販
売
店
等
で
お
買
い
求
め
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
消
防
本
部
・
消
防
署
で
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
・
消
火
器
等
の
販

売
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
悪

徳
業
者
に
よ
る
訪
問
販
売
や
点
検
等
に

は
、
十
分
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。   

《
老
朽
化
消
火
器
の
適
切
な

　
　
　
　
　

取
扱
い
に
つ
い
て
》

　

大
阪
府
お
よ
び
福
岡
県
に
お
い
て
老

朽
化
消
火
器
が
破
裂
し
、
受
傷
し
た
と

見
ら
れ
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

  

当
管
内
に
お
い
て
も
、
今
後
類
似
の

事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
消
火
器
の

管
理
に
は
十
分
注
意
し
、
風
雨
に
さ
ら

さ
れ
る
場
所
や
湿
潤
な
場
所
等
に
設
置

さ
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
消
火
器
の
状
態
を
点
検
し
、
腐
食

が
進
ん
で
い
る
も
の
は
、
絶
対
に
使
用

し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
管
内
に
お
け
る
廃
消
火
器
リ

サ
イ
ク
ル
の
回
収
窓
口
お
よ
び
連
絡
先

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
そ
の
他
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
等
で
取
り
扱
っ
て
い
る
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
不
用
に
な
っ

た
消
火
器
や
老
朽
化
し
た
消
火
器
に
つ

い
て
は
、
各
事
業
所
等
に
連
絡
し
、
適

正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
大
谷
消
火
器
店　

℡  （
34
）４
６
５
５

・
斎
藤
隆
消
火
器
店　

℡  （
35
）１
６
５
９

・
西
北
五
ク
リ
ー
ン
社
㈲　

　
　
　
　
　
　
　
　

℡  （
35
）５
３
５
１

・
丸
英
設
備　
　
　

℡  （
35
）０
１
０
３

　

青
森
県
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

（
旧
県
立
点
字
図
書
館
）
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
視
覚
障
害
者
の

方
々
に
、
点
字
図
書
、
録
音
図
書
（
Ｃ

Ｄ
図
書
）
や
録
音
雑
誌
の
貸
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
す
。
貸
出
し
や
返
却

は
無
料
の
郵
便
を
利
用
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

来
年
使
用
す
る
農
業
用
軽
油
引
取
税

免
税
証
の
交
付
申
請
を
次
の
と
お
り
受

付
け
ま
す
。

●
11
月
18
日
㈬　

９
時
〜
15
時

　

五
所
川
原
合
同
庁
舎
３
階
会
議
室

◇
申
請
用
紙
は
、
西
北
地
域
県
民
局
県

税
部
、
農
協
等
の
免
税
軽
油
取
扱
店

に
あ
り
ま
す
。

 

℡  （
35
）２
０
１
９

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

℡  （
34
）２
１
１
１　

内
線
２
０
７

農
業
用
軽
油
引
取
税
免
税
証

の
交
付
申
請
に
つ
い
て

月
10
下
　
旬

お
知
ら
せ

家
庭
福
祉
課 

内
線
２
４
３
８

平
成
22
年
度
公
立
保
育
所

新
規
入
所
受
付
（
4
月
入
所
）

 

℡  
０
１
７（
782
）７
７
９
９

青
森
県
視
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

9 五所川原市役所　☎35－2111　平成21年10月15日 広報への有料広告を募集しています／広報係 内線2117



● ●

● ● ●

●青山 ガスト

バースディ

サンクス

マスカット つしま内科

エルム

立佞武多応援してます！
お店で取り扱っている化粧品を使用するので

安心で効果がすぐ実感できます

黄色いかぼちゃのエステ

★スチームライトエステ　　　
　　　　　　　　　　　　30分　　735円
★癒し＆デトックスコース　　
　　　　　　　　　　　　60分　3,500 円
★お肌のお悩み解決コース　　
　　　　　　　　　　　　60分　5,000 円
★クレ･ド･ポーボーテコース　
　　　　　　　　　　　　60分　6,000 円
★ブライダルエステも承ります。

初めての方に限り、「広報を見た」と言っていただくと、
上記料金から５０％ＯＦＦいたします。　　※要予約

クレ・ド・ポーボーテ
ベネフィーク

キオラ
キリョウ 他

取り扱い
ブランド

赤い旗が目印です！

当店

五所川原市下り枝 1－2
AM9：00～ＰＭ8：00　年中無休

0173－38－6544

きれいになれる化粧品やさんきれれれいいにななれれるる化化粧粧品品ややささんささんさんきれいになれる化粧品やさん

黄色いかぼちゃ
P

◎
広
報
有
料
広
告

◎
広
報
有
料
広
告

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
!!

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
!!

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
!!

　

心
和
む
歌
声
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
10
月
17
日
㈯
）

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

雨
天
中
止

●
芦
野
公
園
駅
隣
り
「
駅
舎
」
前
広
場

●
昼　

10
／
26
〜
11
／
30　

毎
週
月
・

水
・
金
曜
日　

10
時
〜
11
時
45
分

●
夜　

10
／
24
〜
11
／
28　

毎
週
火
・

木
・
土
曜
日　

19
時
〜
20
時
45
分

　
（
昼
・
夜
の
同
時
受
講
も
可
能
で
す
）

●
場
所　

五
所
川
原
市
弓
道
場
（
つ
が

る
克
雪
ド
ー
ム
隣
り
、新
し
い
道
場
）

◇
受
講
無
料
。
弓
具
貸
出
あ
り
。
中
学

生
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
。

●
10
月
31
日
㈯　

９
時

　

金
木
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド

◇
参
加
無
料
。
賞
品
多
数
用
意
。

●
毎
週
水
曜
日　

13
時
〜
14
時

　

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川
原

＊
随
時
受
付
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
。

●
10
月
17
日
㈯　

９
時
〜
16
時

●
10
月
18
日
㈰　

９
時
〜
14
時

◇
展
示　

栄
地
区
内
保
育
園
・
幼
稚
園

児
に
よ
る
絵
画
・
書
道
展
、
陶
芸
・

絵
画
・
書
道
・
華
道
・
着
物
リ
メ
イ

ク
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
サ
ー
ク

ル
・
教
室
等
の
作
品

◇
発
表　

踊
り
、
着
物
リ
メ
イ
ク
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
登
山
囃
子
等

◇
そ
の
他　

親
子
餅
つ
き
、
餅
当
て
ゲ

ー
ム
、
駄
菓
子
く
じ
、
う
ど
ん
・
そ

ば
等
の
コ
ー
ナ
ー
、「
夕
市
の
会
」

に
よ
る
野
菜
・
果
物
等
販
売

●
10
月
24
日
㈯　

９
時
〜
17
時

●
10
月
25
日
㈰　

９
時
〜
15
時

　

毘
沙
門
・
長
富
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

◇
催
物　

農
産
物
・
展
示
物
（
盆
栽
）

販
売
、
縁
日
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
形

す
く
い
、
輪
投
げ
等

●
10
月
19
日
㈪
〜
25
日
㈰

　

９
時
〜
17
時　

　

中
央
公
民
館

◇
入
場
無
料

平
成
22
年
度
「
看
護
学
生
」
募
集

（
２
年
課
程
夜
間
定
時
制
）

◇
募
集
人
員　

40
名

◇
修
業
年
限　

３
年

◇
受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
で
、
准
看
護

師
の
免
許
取
得
後
３
年
以
上
業
務
に

従
事
し
て
い
る
方

②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
方
で
、
准
看
護
師
の
資
格

を
有
す
る
方

③
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
方
で
、
22
年
3
月
准
看

護
師
養
成
所
を
卒
業
見
込
み
の
方

④
22
年
3
月
に
高
等
学
校
衛
生
看
護
科

を
卒
業
見
込
み
の
方

◇
入
学
試
験

試
験
日
…
22
年
１
月
28
日
㈭

試
験
科
目
…
看
護
全
般（
解
剖
生
理
含
）、

国
語（
作
文
含
）、
英
語
、
面
接

願
書
受
付
期
間
…
22
年
１
月
４
日
㈪
〜

15
日
㈮　

当
日
必
着

職
員
採
用
試
験

◇
専
任
教
員　

１
名

◇
試
験
は
随
時
行
い
ま
す

※
受
験
資
格
、
提
出
書
類
等
、
詳
細
は

高
等
看
護
学
院
ま
で
。

火災・救急出動概況火災・救急出動概況
五所川原市管内 ９月の火災、救急、救助出動件数

全国統一防火標語

問合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部 ☎35－2０19（内線28）

（単位：件）
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以下の納期限です。忘れずに納めましょう。
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五所川原営業所
TEL 0173‒34‒7465

365日 24時間
　　この瞬間も守っている

みんなの健康教室
☆日時：10月23日㈮13：00～14：00
☆場所：五所川原保健センター（3Ｆホール）
☆演題：『自閉症ってなあに？
　　　　　《絵カードによる歯科治療》』
※入場無料です。どなたでもご参加ください！！

高満歯科医院　　高満　幸宜
TEL 0173‒(34)‒2468
★一般・小児歯科　★インプラント治療も行っております。

◎
広
報
有
料
広
告

◎
広
報
有
料
広
告
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←市内

←稲実

←市内

野里→

至 

松
島

至 

J
A
ご
し
ょ
つ
が
る

青森→

至 松野木

パチンコ
金星

JAごしょつがる
本店

JAごしょつがる
中央クリーンセンタ―

JAリンゴ
センタ―

東鉄筋

クリーン
山田

ケアハウス
ハルニレ

グループホーム
わらび

アパート
メイプルハイツⅡ

稲わらフリー
マーケット

実施場所

至 鯵ヶ沢
立佞武多

の館
立佞武多

の館

立佞武多の館
駐車場

立佞武多の館
駐車場

GSGS

至 五所川原駅

至 

金
木
方
面

市営
上平井町
駐車場

　市では、路上駐車の解消を図る目的で、平成 19 年度
より上平井町に市営駐車場を整備しました。
　中心市街地の円滑な自動車交通の確保をするために
も路上駐車をやめ、駐車場のご利用をお願いします。
〔市営上平井町駐車場〕
○24 時間営業　○駐車台数 90 台
○利用料金：１時間当たり 200 円

　日常生活での行政が行っている仕事に関する皆さん
からの苦情や要望、ご意見等について、行政相談委員
（総務大臣から委嘱を受けています）が相談に応じてい
ます。
　行政相談週間にあわせて「特設行政相談所」を開設し
ます。相談無料、秘密は厳守しますので、どうぞご利用
ください。

　稲わらロール（20 ㎏）を販売します（なくなり次第終
了）。天候により日程の変更もありますので、電話にて
ご確認ください。
●１０月２９日㈭～３０日㈮　９：００～１６：００
　ごしょつがる農協本店駐車場（下図参照）

◎お問い合わせ先
　ごしょつがる農協本店　米穀畜産課　℡ 27-3304

◎土木課　内線 2612

◎お問い合わせ先　
　ごしょつがる農協本店　米穀畜産課　℡ 27-3304

　ごしょつがる農協ワーコムグリーン会では稲わらを
有効利用して健康な土づくりを推進するため、稲わら
を水田ヘすき込む実演会を開催します。
●１０月２８日㈬　１３：３０～
　浅井字西広・水田にて（下図参照・目印にのぼり旗
　を設置しています）

《行政相談委員》
•濱田　健司 ℡ 34-2046　•三和　孝德 ℡ 62-3070
•櫛引八千代 ℡ 52-2858　•関　　節雄 ℡ 28-3146

会　場　名

五所川原会場

金木会場

市浦会場

10月24日㈯・25日㈰
9:30～16:00
10月21日㈬
10:00～15:00

10月27日㈫・28日㈬
13:00～16:00

つがる克雪ドーム
（産業まつり会場）
金木総合支所
４階第三会議室
市浦総合支所
あすなろホール

日　　時 開設場所

10/19㈪～25㈰
秋の行政相談週間
10/19㈪～25㈰
秋の行政相談週間
10/19㈪～25㈰
秋の行政相談週間

稲わらフリーマーケット稲わらフリーマーケット稲わらフリーマーケット

稲わらすき込み等実演会稲わらすき込み等実演会稲わらすき込み等実演会

市営上平井町駐車場を
　　　　ご利用ください
市営上平井町駐車場を
　　　　ご利用ください
市営上平井町駐車場を
　　　　ご利用ください
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10月24日㈯・25日㈰
　農産物や加工品・雑貨等の販売をはじめ、西北五物産観光展やフリーマーケット、各種展示・相談
コーナーなど盛り沢山の内容でご来場をお待ちしております。
　また、東北新幹線青森駅開業を目前に控え、地場産品を活用した観光客のおもてなしをお考えの飲
食店関係者等の皆さんにもぜひご来場いただき、地元生産者との交流の場としてご利用ください。

9:30～16:00　つがる克雪ドーム　入場無料

■主催／ごしょがわら産業まつり運営委員会　　■問い合わせ先／農林水産課 内線2515

■健康づくり（メタボ予防相談･展示等)　■白戸建設（住宅施工例の展示・相談等）
■ペレット燃料ストーブの展示相談　　　■コープあおもり五所川原地域生活展　■西北五観光ＰＲ　
■行政相談所　■北遊盆栽会　■菊花展示　■五所川原農林高等学校（学校紹介）■小型立佞武多の展示　
■市立図書館　■青森職業能力開発短期大学校(学校紹介展示と子供向け遊びイベント)
■西北地域県民局地域農林水産部(食品表示･農村環境パネル展示･土壌診断等)

相　談・展　示相　談・展　示

　9:30 ～        　　開会式                          
10:00 ～ 10:30　子供獅子舞(三好小学校) 
13:00 ～ 13:30　よさこいソーラン飛翔 
13:45 ～ 14:15　ストリートダンス(ＧＤＣ)
14:30 ～ 15:00　ソーラン(中央小学校) 

無台イベント無台イベント

■津軽森林管理署金木支署木工品販売　■三和園芸（花苗・庭木苗・花壇花等）■工房アラヤ（花台・盆栽台等）　
■にしむら工房（花台・木製小鳥等）■しうらクラフト愛好会（写真立て・まな板等の木工品）
■もや焼き陶芸クラブ（花器・鉢・食器等）■シクラメンの即売所

花・木　工・陶　器花・木　工・陶　器

■青森ファッション(株)（婦人ジャケット・コート・ワンピース等の販売）
■白百合の会（袋・まくら・座布団・タオルケット・古着等の販売）■フリーマーケット（30区画）
■つがるけやぐの会（立佞武多Ｔシャツ・ピンバッジ・コースター、津軽凧など）

衣類等の販売衣類等の販売

■ 豚汁コーナー（地元食材を使用した豚汁を１００円で提供します）
■ 子供縁日（くじ引き、駄菓子等の販売）■そば打ち体験（11:00・14:00実施）

場内イベント場内イベント

■西北五物産観光展（西北五地域の地場産品の販売。26業者が出店）
■赤～いりんご（赤～いりんごジュース、ジャム、ワインの販売）
■五所川原市農産物加工センター振興対策協議会（味噌・焼き肉のたれ・ジャム・野菜・そばもち・りんごジュース等）
■市浦牛販売（10:00～14:00まで市浦牛のパック詰を販売《但し売り切れ次第終了》）

特産物の販売特産物の販売

■ＪＡごしょつがる（りんご・りんごジュース等）　■やきとり（焼き鳥、惣菜）
■ＪＡごしょつがる女性部新鮮野菜果物とれたて市（秋物野菜・花・果物・加工品）
■ごしょつがる農協青年部（こんにゃくおでん・杵つき餅等）　■お魚（塩マス・筋子等）
■ＪＡつがるにしきた女性部嘉瀬支店加工部（豆乳おからドーナツ・味噌・油揚げ等）
■ 其田農園（各種野菜）■農業委員会（じゃがいも・こんにゃく等を使った試食）　
■日赤奉仕団五所川原分団（おにぎり・コーヒー等）■もつ焼き「芝楽」（もつ・牛すじ・キムチ）　
■おいしいじゃん（金木町消費者の会活動ＰＲ・パネル展示、果物・野菜・加工品等）
■金木生き活き直売会（うんぺい・赤飯・こんにゃくみそ等）■玄米粉で食育推進（玄米粉食品の試食・販売）　
■農業センター（栗、赤～いりんごの生果、ジャンボニンニク）
■生活改善グループ（赤～いりんご花染め作品、地元食材料理展示、農産物・北限の梅漬等）
■青松園・ワークセンターつばき（施設紹介、山葡萄ジュースの試飲販売、しいたけ、おでん等）
■津軽のなたね油ひだまり工房（ドーナツ試食、なたね油の販売）

■ＪＡごしょつがる（りんご・りんごジュース等）　■やきとり（焼き鳥、惣菜）
■ＪＡごしょつがる女性部新鮮野菜果物とれたて市（秋物野菜・花・果物・加工品）
■ごしょつがる農協青年部（こんにゃくおでん・杵つき餅等）　■お魚（塩マス・筋子等）
■ＪＡつがるにしきた女性部嘉瀬支店加工部（豆乳おからドーナツ・味噌・油揚げ等）
■ 其田農園（各種野菜）■農業委員会（じゃがいも・こんにゃく等を使った試食）　
■日赤奉仕団五所川原分団（おにぎり・コーヒー等）■もつ焼き「芝楽」（もつ・牛すじ・キムチ）　
■おいしいじゃん（金木町消費者の会活動ＰＲ・パネル展示、果物・野菜・加工品等）
■金木生き活き直売会（うんぺい・赤飯・こんにゃくみそ等）■玄米粉で食育推進（玄米粉食品の試食・販売）　
■農業センター（栗、赤～いりんごの生果、ジャンボニンニク）
■生活改善グループ（赤～いりんご花染め作品、地元食材料理展示、農産物・北限の梅漬等）
■青松園・ワークセンターつばき（施設紹介、山葡萄ジュースの試飲販売、しいたけ、おでん等）
■津軽のなたね油ひだまり工房（ドーナツ試食、なたね油の販売）

農産物等販売農産物等販売

第26回ごしょがわら産業まつり第26回ごしょがわら産業まつり

10
月
24
日
㈯

 　9:30 ～       　　 開場
10:30 ～ 12:00　演芸大会
　　　　　　　　  (市老人クラブ連合会芸能部)
○舞台の空き時間を利用してＰＲ・プレゼント
企画を開催します。

10
月
25
日
㈰

※ 準備の都合により上記出店団体、催事内容に変更が生じる場合も考えられますのでご了承ください。
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●１１月１１日～１２月２日　毎週水曜日　13：30～15：30
　働く婦人の家３Ｆ第３講習室
◇講　師　竹谷てつ子先生
　　　　　（五所川原パソコンスクール）
◇教材費　1,600円(４回分)　
◇定　員　15名(先着順)
◇用意するもの　ノートパソコン持込（Windows Me～）、
　　　　　　　　　　筆記用具等
＊10月23日㈮13時30分から電話・来館にて受付開始。
定員に達し次第締切。申込み後の取り消しは11月６
日㈮16時まで。それ以降の取り消しまたは連絡のな
い場合は教材費をいただきます。
◎申込み先　働く婦人の家　℡ 35-8898

●10月29日㈭　13：00～17：00　オルテンシア
◇第１部（13：10～14：50）
　講演「犠牲者ゼロの地域づくり」
　対象／一般市民100名
◇第２部（15：00～17：00）
　研修「自主防災組織づくり研修」
　対象／町内会長、自主防災組織リーダー等30名
◇講師　群馬大学大学院工学研究科
　　　　社会環境デザイン工学専攻 教授 片田敏孝氏
＊入場無料。第１部の会場に余裕があります。ぜひご
来場ください。
◎総務課　内線2114

青森県最低賃金が改正されました。
時間額６３３円（H21.10.1 から）

青森県内で働く全ての労働者に適用されます。

※なお、一部の製造業および小売業については、産業別
最低賃金が別に定められています。

◎青森労働局労働基準部賃金室　℡ 017-734-4114
　http://www.aomori.plb.go.jp/

●ごみを燃やさないで（野焼き禁止）
 　「隣の家でごみを燃やしている」「煙の臭いが洗濯
物についたりする」「煙が家の中に入ってくる」など、
野外焼却に関する苦情が多く寄せられています。ド
ラム缶など基準に満たない焼却炉は使えません。ご
みは適正に分別し、定められた日に出しましょう。　
●ごみを捨てないで（不法投棄禁止）
　残念ながら、山林・農地・空き地・道路・水路など、
市内の様々な場所で、ごみが不法投棄されています。
不法投棄監視員が計画的に巡視をおこなっておりま
すが、不法投棄が後を絶たない状況であります。不法
投棄は、私たちの生活環境に悪影響を及ぼすもので
あるため、絶対にやめましょう。

　高病原性鳥インフルエンザウイルスは渡り鳥によっ
て海外から持ち込まれるものと考えられています。秋
から冬はハクチョウ等ガンカモ類の渡りが始まり、鳥
インフルエンザ発生の警戒が必要となる時期です。　
【家きん（※）を飼っている方へ】
①渡り鳥や野鳥との接触を避けるため、野外での放し
飼いをしないでください。鳥小屋等は防鳥ネット（２
㎝角以下）で囲い、スズメ、カラス、ハト等の野鳥が入
らないようにしましょう。　
②鳥小屋を定期的に消毒し、清潔な状態で飼育しま
しょう。また、周辺には消石灰を散布しましょう。　

③鳥のとさかの出血、顔の腫れ、足の皮下出血、家きん
の死亡が継続するなど異常が見られた場合はすぐに
つがる家畜保健衛生所に相談してください。　
⑤世話をするときには専用の履物、衣服を身に付け、終
了後は履物、衣類、手指の消毒をしましょう。　　

【死亡した野鳥を見つけた場合】
①野鳥は、冬のエサ不足、環境の厳しさや他の病気で死
亡することがあります。発見したときは、素手で触ら
ず、ビニール袋に入れて一般廃棄物として処理して
ください。　

②野鳥がまとまって死亡しているなど不自然と思われ
る場合は、市役所または西北地域県民局地域農林水
産部林業振興課にご相談ください。　

【鶏肉・鶏卵の安全性について】
　鶏肉や鶏卵を食べることによって、鳥インフルエン
ザが人に感染する事例は報告されていません。　
（※）家きん…鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥

〔連絡先〕
・飼っている鳥：つがる家畜保健衛生所 ℡ 42-2276
・野鳥について：農林水産課　内線2520　または
　　　　　　　　西北地域県民局地域林業振興課
　　　　　　　　　　　　　　　　℡ 72-6613

～パソコンでオリジナル年賀状を作成します～～パソコンでオリジナル年賀状を作成します～～パソコンでオリジナル年賀状を作成します～

◎環境対策課　内線 2343

～野焼き・不法投棄は犯罪です～
　野焼き・不法投棄は廃棄物処理法により禁止さ
れ、５年以下の懲役もしくは1,000万円以下（法人は
１億円以下）の罰金に処せられるなど厳しい罰則が
設けられています。実際、警察に検挙されている人
もいます。野焼き・不法投棄の根絶に向け、市民の
皆様のご協力をお願いします。

必ずチェック、最低賃金。使用者も、労働者も。

防災シンポジウム防災シンポジウム防災シンポジウム

ごみについてのお願いごみについてのお願いごみについてのお願い

青森県最低賃金
改正のお知らせ
青森県最低賃金
改正のお知らせ
青森県最低賃金
改正のお知らせ

平成21年度働く婦人の家講座
ＰＣ年賀状作成講座
平成21年度働く婦人の家講座
ＰＣ年賀状作成講座
平成21年度働く婦人の家講座
ＰＣ年賀状作成講座
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　市立図書館では、この期間中（11/2・11/3 の休館
日を除く）次のイベントを開催します。
☆「太宰生誕百年記念企画」
　～存在（Da Sein）としての太宰（Dazai）
太宰風のマント、斜陽館の写真の展示、太宰をテー
マにした書・川柳・ＨＰに掲載された文書を冊子に
して配布します。
☆本のリサイクル
　寄贈され、蔵書に入れない本等を差し上げます。
◎お問い合わせ先　市立図書館　TEL 34‒4334

制度や社会資源の活用
　介護保険制度等の利用により、気軽に相談できるケ
アマネジャーや相談専門職の存在は、大きな安心を家
族に与えてくれます。家庭の事情をよく理解し助言等
をしてくれるので、必要不可欠な存在です。積極的に
制度等を活用しましょう（※介護保険制度を活用する
には、要介護認定を受ける必要があります。お近くの
在宅介護支援センター〔市内９箇所〕、地域包括支援
センターにご相談ください）。
近隣者と家族、同居していない家族との関係
　回覧板等に徘徊した場合の協力について掲載してい
ただくなど、近隣者（町内会）の協力が円滑に得られ
る対策を講じたり、同居していない家族・親族に、日
中の安否確認を電話でお願いした例もありました。
介護の工夫について
　出かけて戻れない事が考えられる方は、洋服の後
（すそ裏など）へ氏名・住所・緊急連絡先を縫い付けた
り、本人用の手帳を持たせたりすることも有効です。
ＧＰＳ機能付きの携帯電話を利用される方もいます。

認知症になっても
安心して暮らせるまちづくりをめざして

認知症になっても
安心して暮らせるまちづくりをめざして

　認知症の介護は長期間に及びま
す。「介護は家族がするもの」と思
いこんだり、周囲の目を気にしたり
して、自分の生活を犠牲にして介護
を行う家族も少なくありません。対
応に困ったら、訪問介護・ディサー
ビス・ショートスティなどの介護サ
ービスを大いに利用しましょう。介
護をひとりで抱え込まず、悩みや愚痴、介護の負担を分
かり合える人がいてくれる事も、気持ちを楽にします。

　今年も市民総合文化祭を以下の日程で開催します。
　各会場では、様々な発表や作品展示がありますので、
ぜひご来場ください。

●11月１日㈰～３日（火・祝）　
　中央公民館　　
＊第19回県民総合文化祭として「華道フェティバル」
（11/２・11/３）と「県民ふれあい茶会」（11/３）が
同時開催されます。
◎お問い合わせ先：中央公民館　℡35－6056

●10月31日㈯・11月１日㈰
　金木公民館　
◎お問い合わせ先：金木公民館　℡53－3581

●11月１日㈰　
　市浦コミュニティーセンター
◎お問い合わせ先：市浦教育総務室　内線4031

太宰治と文学学習講座（9）
～太宰文学の魅力と作品朗読～
●10月24日㈯　13：30～15：45
　立佞武多の館　４階会議室
◇朗読作品　太宰作品『櫻桃』
　・朗読者　長内裕子／船水　睦子
◇内　　容
　『太宰治の生涯と創作について』（その１）
　～誕生から昭和14年頃まで～
　・講師　木下　巽（金木太宰会名誉会長）
◎お問い合わせ先　社会教育課　内線3323
＊講座の前に全員で『記念写真』を撮ります。
＊11月の最終回に、『記念写真』と「太宰文学講座修
了証」を全員に配布します。
＊県民カレッジ単位認定講座１回２単位）です。

平成21年度市民総合文化祭平成21年度市民総合文化祭平成21年度市民総合文化祭

広報は市内全域に配布され広く読まれています。
〈サイズは４種類〉
　０号（縦263㎜×横179㎜）　　掲載料150,000円
　１号（縦101㎜×横179㎜）　　掲載料 60,000円
　２号（縦 48㎜×横179㎜）　　掲載料 30,000円
　３号（縦 48㎜×横 88㎜）　　掲載料 15,000円
詳細はホームページでもご覧いただけます。
http://www.goshogawara.net.pref.aomori.jp/02_koho/koukoku.html
申込先：総務課　内線 2117・2118

五所川原文化祭

太宰治生誕百年記念

金木文化まつり

市浦ふるさとまつり

広報ごしょがわら広告募集広報ごしょがわら広告募集

太宰治
生誕百年

　参考：「やさしくな～れ（認知症介護体験談集）」
　　　　県健康福祉部高齢福祉保険課（平成21年３月）

10月31日㈯～11月8日㈰は読書週間です！10月31日㈯～11月8日㈰は読書週間です！

【問合せ・相談先】
五所川原市地域包括支援センター ℡38‒3939

シリーズ 五所川原市地域包括支援センター

【介護保険のサービス等を利用しよう】

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ
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■９月26日㈯エルムの街ＳＣ専門店入口付近にて五所
川原東日流ライオンズクラブのご協力による街頭献
血が行われ、86名の方に献血していただきました。

　皆様、ご協力ありがとうございました。
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　骨粗しょう症予防に関する食事や運動について学習
できる教室です。

　糖尿病が気になる方におすすめです。
●11月20日㈮　10：00～13：30
　働く婦人の家　２階調理室
◇テ ー マ　「おいしく食べて糖尿病予防」
　　　　　　栄養講話・調理実習
◇講　　師　栄養士・保健師　　　　
◇参 加 料　350円（材料費）
◇持 ち 物　健康手帳（お持ちの方）、エプロン、三

角巾、ごはん茶碗（持参可能な方）
◇定　　員　20名
◎申込方法　開催１週間前までに、電話で健康推進課

（内線2365）へお申し込みください。

◇対 象 者　骨粗しょう症予防に興味がある方（医師
から運動制限の指示がある方は除く）

◇定　　員　各30名　
◇申込方法　各開催１週間前までに電話にてお申込く

ださい。どちらか１つでも、両方でも申
込みできます。

◎申 込 先　健康推進課　内線2365

　広報10月１日号Ｐ５でお知らせした、「季節性
インフルエンザ予防接種」費用の一部助成につい
て、次とおり変更がありました。
●実施期間　10月７日㈬～12月31日㈭
　（変更前　11月２日㈪～12月31日㈭）

骨粗しょう症予防教室骨粗しょう症予防教室骨粗しょう症予防教室はじめよう「糖尿病予防」はじめよう「糖尿病予防」はじめよう「糖尿病予防」

献血のご案内（バス巡回）献血のご案内（バス巡回）献血のご案内（バス巡回）

～今から始めて得する
　　「骨を丈夫にする運動と食事」～

「季節性インフルエンザ予防接種」費用一部助成の
実施期間に変更があります

調理実習・栄養講話　　
「カルシウムを多く含む
　　　　　食事の調理実習」
講師：栄養士、保健師
○持ち物　健康手帳、エプロ

ン、三角巾、筆記
用具

○料　金　350円（材料費）

運動の実践　
講師：健康運動指導士
　　　引田スイ先生
（弘前市　白銀栄養・
　　　　　運動クリニック）
○持ち物　健康手帳、タオル、

水分、内ばき
○料　金　無料

11月９日（月）
10：00～13：00

働く婦人の家
調理室

12月４日（金）
13：00～14：30

保健センター
五所川原　
集団指導室

日　　時 場　　所 内　　　　容

９：30～11：00

期　日 時　　間 場　　　所

11月４日
（水） 12：30～15：30

市役所お祭り広場

東北電力㈱  五所川原営業所

15 五所川原市役所　☎35－2111　平成21年10月15日 広報への有料広告を募集しています／広報係 内線2117



テーマ 元気で長生きするための料理

料理紹介

■作り方
①豚肉はひと口大に切り、野菜は食べやすい大きさに
切る。大豆は水で戻しておく。
②にんにくとしょうがはみじん切りにする。
③マーガリンでにんにくとしょうがを炒め、香りが出
たら肉、野菜も炒める。
④③に干しぶどう、戻した大豆、【Ａ】を入れて煮込み、
カレールーを加える。
⑤器にごはんを盛り、カレーをかける。

このカレーは、野菜を豊富に使っているのでルーに
野菜の甘みや旨みがたっぷり出ており、また、にんに
くやしょうが、ローリエなどの香辛料を加えることに
よって香り豊かなカレーに仕上がっています。
野菜に含まれるビタミンや食物繊維は体の調子を整
え、香辛料は胃腸の働きを活発にします。これらを活
用して、元気で長生き出来る食生活を送りましょう。

五所川原市食生活改善推進員会

■材 料（４人分）

（１人分617kcal　塩分2.1g）

あなたも作ってみませんかあなたも作ってみませんかあなたも作ってみませんか

かぼちゃカレーかぼちゃカレーかぼちゃカレかぼちゃカレー

ごはん……… 800ｇ
豚薄切り肉… 160ｇ
玉ねぎ…………１個
かぼちゃ…… 200ｇ
セロリ……… 1/4本
トマト…………１個
大豆……………60ｇ

干しぶどう…………20ｇ
マーガリン…… 小さじ２
にんにく・しょうが…少々
カレールー（市販）…80ｇ
【Ａ】
　スープ………カップ３
　ローリエ…………１枚

古紙配合再生紙使用

　生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関する
こと、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。
　健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。

◇内容…小児科診察、歯科診察（１歳６か月・３歳
児）、尿・耳・目の検査（３歳児）、身体計測、発達
相談、離乳食のお話（４か月児）等
●受付時間…12：00 ～ 12：30（３歳児健診11：00 ～
12：30）11時から母子手帳を出すことができます。
◇持参するもの…母子健康手帳、バスタオル等

　お子さんのことばが遅い、ことばがつながらない、
ことばがはっきりしない等、気になることはありませ
んか？毎月１回、相談に応じています。
●日　時…11月19日㈭　9：30 ～ 14：00
●場　所…保健センター五所川原
◎申込締切…11月９日㈪

　お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽
しさや悩みを話してみませんか。いずれの会場のご利
用も可能ですので、お気軽においでください。
◇持参するもの…母子健康手帳、バスタオル

＊健診に来られない場合、すでに健診を受診した場合
等は、健康推進課にご連絡ください。
＊３歳児健診については個別に事前通知します。

地区 開 催 場 所 開 催 日 開催時間

五
所
川
原

唐笠柳集会所 10月28日㈬ 13：00～ 14：00

森の家 11月２日㈪ 10：00～ 12：00

北部コミュニティセンター 11月４日㈬ 13：00～ 15：00

金木 金木東部地区コミュニティセンター 10月30日㈮ 10：00～ 11：00

日　　時 実施場所 内容
11月18日㈬

10:00 ～ 11:30
保健センター
五所川原

○各月齢での成長（身体計測）・発
達の確認、育児、遊び、栄養（離
乳食）の相談

○子育て等に関する勉強会、情報交
換

※11月勉強会テーマ（11:00～）
　「手作りおやつのすすめ」について

11月26日㈭
10:00 ～ 11:30

保健センター
金木

11月25日㈬
10:00 ～ 11:30

保健センター
市浦

健診の種類 実施日 実施場所 対象児・対象地区
４か月児
健　　診 11月10日㈫ 保健センター

五所川原
平成21年６月生まれ

全地区
１歳６か
月児健診 11月17日㈫ 保健センター

五所川原
平成20年５月生まれ

全地区
３ 歳 児
健　　診 11月19日㈭ 保健センター

五所川原
平成18年５月生まれ

全地区

働く婦人の家・保健センター五所川原は改修工事
のため､11/13まで駐車場が利用できません。ご用
の方は、市役所駐車場を利用するなど、ご協力を
お願いします。

月日 曜日 医療機関名 住　所 電　話

10月18日 日 木村内科医院 松島町2丁目89‒4 35‒2815

10月25日 日 安斎レディスクリニック 一ツ谷536‒18 33‒1103

※１．対応時間9：00 ～ 17：00（電話で確認）
　２．消防署（救急病院紹介電話34-4999）でも紹介します。

健 康 推 進 課 ☎35－2111（内線2363・2366）
保健センター市浦 ☎27－7733

ヘルス・インフォメーション

健康だより
健 康 推 進 課 ☎35 2111（内線2363 2366）

健康だより

健康づくり相談室健康づくり相談室

乳 幼 児 健 診乳 幼 児 健 診

こ と ば の 相 談こ と ば の 相 談

エンゼル相談エンゼル相談（母子相談）（母子相談） 救急医療当番医救急医療当番医
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